
21 - 18
36 - 16
28 - 35

Ｃ 16 - 32
Ｍ コート 15 - 13

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 0 4 8 1 1 0 2 1 3 2 1 1 0
5 0 1 1 1 3 2 4 1 0 0 0 1 1 0 0
6 * 3 9 6 9 3 3 1 0 3 3 2 0 2 0
7 0 0 1 1 2 0 0 1 1 2 3 0 0 0 0
8 0 0 1 0 3 0 0 0 0 0 0 1 0 4 0
9 * 2 4 7 8 4 8 3 2 5 7 4 1 1 0
22 0 0 0 0 0 1 2 0 0 1 1 0 3 0 0
23 * 1 4 10 18 3 8 1 3 3 6 2 2 1 0
25 0 2 3 0 1 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0
31 0 0 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
32 * 2 3 2 3 2 2 4 2 4 6 3 3 1 0
37 * 0 0 2 4 1 2 4 1 3 4 0 1 0 0
55 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 2 1 0 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
11 27 33 61 17 30 21 12 23 35 16 12 11 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 1 2 2 4 1 2 0 1 2 3 2 1 1 0
2 * 0 1 3 6 0 1 3 1 2 3 3 4 1 1
13 * 0 0 8 15 3 5 4 9 10 19 4 0 1 0
24 * 4 12 11 18 3 4 3 4 4 8 6 1 2 0
25 * 4 7 2 2 4 5 4 0 4 4 4 3 2 0
28 0 0 1 0 1 0 0 2 0 1 1 1 0 1 0
31 0 2 5 0 1 2 3 2 1 1 2 2 1 0 0
32 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 2 0 0 0 0
34 0 0 2 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
39 0 0 3 2 3 2 5 2 0 1 1 3 1 0 0
55 0 0 0 0 2 1 2 0 0 2 2 0 0 0 0
56 0 0 0 3 3 1 1 0 1 1 2 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
11 33 32 56 17 28 21 18 30 48 26 11 8 1

Team / Coach: 高木 憲章 -
合　　　計 114

0 -
0 - -

3
6

0 - -
山田 渉 7

RATE 33.3%

-

1

57.1% 60.7%
225

高見 克成

土森 彬史 8 12

42
田中 尚樹 20

荒屋 伸太朗

38

6 15

太田 芳熙 0 8
須藤 寛太 2 5

40

小坂 旋夏 8 23

ST MINTO AS

鎌田 翔希 0

藤井 和月 37
武田 賢章 19

REBOUND３Ｐ BS

岩崎 秀飛 6 29

4

甲南大学

№ Ｓ 選　手　名 ２Ｐ ＦＴ ＦPTS

Team / Coach: 天田 英彦
合　　　計 116

0 -

225
RATE 40.7% 54.1% 56.7%

0 -
-

佐藤 仁彦 6 6

松浦 慎哉 0 9
諏訪 祐介

-

足立 圭祐 0 3

辻 直弥 1 10
龍 季弥 26 35

33
山本 真弥 5 19
渡辺 航 0 11

24 38

清水 雄太 24 25

高田 竜豪 12

粕谷 祐介 7 5

前田 凌 2 3

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

垣﨑 真吾 9 28

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

記録

２次リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2016.10.02
流通科学大学開始時間 15:30

会　　場 金岡公園体育館

２０１６年度関西学生バスケットボールリーグ戦

流通科学大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点 8 勝ち点 5試 合 ＮＯ249

116 114

敗チーム

甲南大学

男子

戦評
【総括】
2部リーグ戦二次リーグ初日の最終試合は一次リーグ2位の流通科学大学と4位の甲南大学の一戦。試合開始から
8連続得点した流科大がゲームの主導権を握る。甲南大は#56山田パワフルなプレーによって一時流れに乗るが、
流科大の激しいディフェンスをなかなか攻めきることが出来ない。その間も流科大は正確なアウトサイドシュートや
速攻でどんどん差を広げていく。その勢いは前半終了まで止まることなく、流科大が34-57でリードし前半を終える。
後半、両チームとも外角主体のオフェンスで点の取り合いになり、お互い流れを渡さない。甲南大は速い展開にも
とこみ得点を重ね点差を縮めていく。流科大も得点をきっちりきめ差を詰めささない。甲南大は外角のシュートが入
りだすと、一気に点差を縮め、#24藤井の得点で同点に追いつき延長戦にもつれ込む。延長戦、お互い点を決め
一歩も譲らず展開となる。甲南大#24藤井がシュートを決め流れが傾くかと思われたが、流科大#23龍が冷静に3P
シュートを決め返す。流科大はファールを得点につなげ114-116で流科大が接戦を制した。
【第1ピリオド】
流科大#23龍の力強いリング下のシュートから始まる。その後も流科大#37山本、#9諏訪などで得点し8連続得点し
点差を広げる。たまらず甲南大はタイムアウトを取る。タイムアウト明けすぐに甲南大#24藤井が3Pシュートを決める
が、流科大#6清水の得点などで差はなかなか縮まらない。しかし甲南大#56山田のパワフルなゴール下のプレーを
きっかけに甲南大が流れを掴むと徐々に差が縮まる。そして18-21で流科大がリードし、第1ピリオド終了。
【第2ピリオド】
序盤、流科大#9諏訪の3Pシュートから再度流れを引き寄せる。そして堅いディフェンスからの速攻や#6清水のバス
ケットカウント、#32高田の3Pシュートでさらに追撃し得点を重ねていく。甲南大はなかなか得点が伸び悩み苦しい
時間が続く。流科大の勢いは止まらず流科大が34-57でリードし、第2ピリオド終了。
【第3ピリオド】
甲南大#24藤井の3Pシュートで得点する。流科大も負けじと#23龍のゴール下で得点。甲南大は固いディフェンスで
相手のミスを誘うと速いオフェンスで攻め#25田中が得点し流れを掴もうとする。しかし流科大は#25佐藤の3Pシュー
トで流れを渡さない。流科大#6清水の連続3Pシュートで差を広げようとするが甲南大も#25田中の3Pシュートで喰ら
いつき69-85で第3ピリオド終了。
【第4ピリオド】
開始早々甲南大#39荒屋が3Pシュート、バスケットカウントで得点し流れを掴む。流科大も得点するが甲南大は流
れを渡さず点差を縮めていく。しかし流科大は#32高田の3Pシュートでまた点差を広げ、甲南大は流れを掴むこと
が出来ない。ここで甲南大は後半から続けていたオールコートプレスがはまり相手のミスが増える。流科大のターン
オバーが増え、#24藤井の3Pシュートを決まり勢いに乗る。その後も甲南大は#1小阪、#24藤井の得点で点差を縮
めていき、#24藤井の得点で同点に追いつく。101-101で延長戦に突入。
【延長】
流科大#9諏訪が3Pシュートを決め延長戦がスタートする。#23龍がドライブからファウルを誘うがフリースローがなか
なか決まらない。甲南大は#24藤井の連続得点で逆転に成功。しかし流科大#23龍が3Pシュートで逆転する。甲南
大はファウルがかさみフリースローを与えてしまう。甲南大のターンオーバーから#32高田がシュートを決めその
シュートが決勝点となる。終了間際、甲南大#24藤井が3Pシュートを決めるも一歩及ばず114-116で流科大の勝利
を収めた。

主審

関西学生バスケットボール連盟

山本 凌平(龍谷大)戦評山住 泰光 副審 佐藤 慎士


